
 

 

 QUANTA SC  アプリケーショントピック No.1 

アポトーシスの解析 

 
   
従来の FCM では解析できなかった、細胞体積の変化をも測定！！ 
Cell Lab Quanta SC は、コールター電気抵抗法*により細胞体積を正確に定量測定します。この結果、従来の散
乱光のみを利用したフローサイトメーターでは検出することの難しかった、細胞体積の変化を正確に検出すること
ができます。 
アポトーシスを起こした細胞では、反応の進行にともなって細胞体積の縮小することが知られています。Cell Lab 
Quanta SC では、アポトーシス反応の進行にともなう細胞体積の変化と、さらに Annexin V のような細胞表面
マーカーを用いたアポトーシスの解析が可能です。マーカー解析の手法とコールター電気抵抗法による細胞体積
の測定を併用することで、後期アポトーシス細胞の体積変化率を定量することも可能です。 

*コールター電気抵抗法の詳細については裏面参照 
 
 

 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
Annexin V 
細胞膜のフォスファチジルセリン(PS)に特異性を持ち、早期アポトーシス

細胞に対しても結合する。PS は通常細胞膜の内側（細胞質側）に存在す

るが、アポトーシス反応が起こると外側に表出する。 
 
7-AAD 
DNA の A-G 塩基対に結合する各染色試薬。生細胞や早期アポトーシス

細胞は細胞膜により 7-AAD の通過が阻害されるために陰性となるが、

後期アポトーシス細胞では細胞膜が崩壊しているため容易に細胞質内

にまで入りこみ、7-AAD 陽性となる。 
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青 ：生細胞 

緑 ：早期アポトーシス細胞 

赤 ：後期アポトーシス細胞（死細胞）

アポトーシス反応の進行に

伴って、細胞径が縮小 

（ただし、細胞径はコールター電気

抵抗法による 細胞体積から算出し

た球相当径） 
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コールター電気抵抗法によって得られる細胞体積をもとに、細胞表面抗原の密度や細胞内イオン濃度のような

パラメータを解析することも可能です。詳しくは、Cell Lab Quanta SC アプリケーショントピック No.2 および弊社

サイトメトリー専門 Web サイトをご参照ください（http://www.bc-cytometry.com/）。 
  
Cell Lab Quanta SC のアプリケーション例 
・ アポトーシス解析 

・ 細胞周期解析（DAPI, Hoechst 利用も可能） 

・ 細胞表面抗原密度解析 

・ 細胞内イオン濃度解析 

・ 核内 DNA 密度解析 

・ 生死細胞判別 

・ 蛍光タンパク（GFP, CFP など）解析 

・・・etc. 

 

コールター電気抵抗法とは？ 

Wallace Coulter が 1949 年に発明した、「粒子の体積と粒子の数を 1 個ずつ正確かつ精密に測定

する」画期的な技術（コールター原理）です。 

粒子の入った電解質溶液（例えば、食塩水）に小さな孔（細孔）の開いたガラス管を浸し、ガラス管

の内外に 2 枚の電極を設置して一定電圧の電流を流しておきます。この状態でガラス管内を陰圧

にすると、粒子が細孔を通過するたびに電気抵抗が発生します。発生する電気抵抗の大きさは、

極めて正確に粒子の体積に比例することが知られており、粒子の形状、色、屈折率、内部構造、

粒子の通過方向に影響されません。 

Cell Lab Quanta SC は、コールター電気抵抗法による細胞体積と蛍光パラメータの同時測定を 

可能にした、極めてユニークなハイレゾリューションフローサイトメーターです。 

 

陽電極 陰電極 

細胞 

電解質溶液 
細胞の流れる方向 

細胞が細孔を通過する度に、 
細胞体積に正確に比例する 
大きさの電気抵抗が発生 

細孔 

ニジマス赤血球

4 ミクロン径ビーズ 

コールター電気抵抗法による体積測定（左）では、

赤血球のような扁平粒子を測定しても、ビーズ測

定時と同等の正確な体積分布のデータを得ること

ができます。右は前方散乱光で赤血球およびビー

ズの表面積（粒子の大きさ）を測定した例。 
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